
.   インターアクトとの交流に学友が⼀役！
第 2660 地区（大阪府）

インターアクト海外研修

が 8 月 2日～6 日、タ

イ・バンコクで行われ、

タイ米山学友会の有志メ

ンバーが協力しました。 

同研修には、日本から

インターアクター65 人、

ロータリアン 36 人、各校

顧問など計 116 人が参

加。タイ側の受け入れ地

区、第 3350 地区のインタ

ーアクターたちとの交流

および奉仕活動が研修の

目的で、日タイ混合のア

クターチームを作り、チ

ーム単位で公園での植

樹、池の清掃作業、公園

遊具のペンキ塗りなどを

行いました。 

フェアウェルパーティではタイ米山学友会

のメンバー3 人が通訳と

して参加し、交流の合間

には、タイ学友会の紹介

や米山奨学金の話をした

とのことです。 

奉仕活動から参加した

同学友会のワシン・テイ

シャシャイニランさん

（2011-12/東京清瀬Ｒ

Ｃ）は、「朝から晩ま

で、それぞれ長い一日で

したが、インターアクタ

ーの力で日本とタイの友

好関係がもっと深まるこ

とを実感し、感動しまし

た。この若者たちはロー

タリーの大切な財産で

す。私たちタイ米山学友

会も、日タイの架け橋と

してますます頑張らね

ば」と、決意を新たに語りました。 

.   理事会・評議員会報告 ― 新評議員を選任 ―
下記の通り、理事会（821 開催）および定時評議員会（9/6 開催）を開催しました。 
 

 第二十三回理事会  議長：齋藤直美理事長 出席者：理事 29 人 監事 2 人 名誉理事長 1 人 

【主な議題】評議員候補者、後任理事候補者、業務委託・覚書の件、2018 年度事業報告および附属明細書、

2018 年度計算書類、2019 年度収支予算書一部修正、専門委員会規程一部改定および 2019 年度

専門委員選任、定時評議員会招集など：原案通り承認 

 第十回評議員会  議長：田中正規評議員 出席者：評議員 24 人 常務理事・監事 9 人 列席者 1 人 

【主な議題】評議員の選任、後任理事の選任、2018 年度計算書類承認など：原案通り承認  

理事会および評議員会とも各会議閉会後、意見交換の時間を設け

て、当事業についての意見や質問を自由に発言していただきまし

た。また、ちょうど 4年に一度の評議員改選の年にあたるため、今

回をもって退任される 24 人の評議員へ、齋藤理事長から感謝状が

贈呈されました。当日出席された 16 人の退任評議員からは、お一

人ずつ、この 4 年を振り返ってのごあいさつをいただきました。 
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. 寄付⾦速報 ―  月の米山月間に向けて ―
8 月までの寄付金は、前年同期と比べて

0.2％減（普通寄付金：2.7％減、特別寄付金：

4.7％増）となり、約 53 万円の減少でした。

2009-18 年度までの直近 10 年間の同期累計額

では、2017・2018 年度に次いで 3番目に多い

金額となりました。皆様からのご支援に深く感

謝申し上げます。 

当財団は内閣府より「公益財団法人」の認定

を受けているため、当奨学会への寄付金には所

得税、法人税の税制優遇が受けられます。相続

税も非課税となります。今年度もぜひご協力賜

りますようよろしくお願いいたします。

.   Pre-GETS でよねやま親善大使がスピーチ
9 月 1 日午後、ガバナー

エレクト研修セミナー

（GETS）に先立ち「Pre-

GETS」が都内で開催され

ました。 

元グローバル補助金奨学

生の岩村華子さん、元ロ

ータリー平和フェローの

岸谷美穂さんにつづき、

米山学友代表として第 3

代よねやま親善大使の李英愛さん（2002-05/

札幌幌南ＲＣ）が登壇。米山奨学生時代、カ

ウンセラーだけでなくその配偶者の存在も大

きな助けとなったエピソードを交えながら、

米山学友会の活動、日

韓のロータリークラブ

へ学友として協力して

いる活動を紹介し、最

後に「Eクラブに入りた

いと思っている」と宣

言して拍手喝采を受け

ました。 

Pre-GETS は今年度初め

て開催され、直前ガバ

ナーやそのパートナー、学友たちの体験談を

聞くことで、ロータリーが展開するプロジェ

クトの全体像をガバナーエレクトとパートナ

ーに把握していただこうというものです。

.   今年も  人の日本人を支援 ― 台湾米山学友会 ―
台湾米山学友会（正式名称：（社）中華民国

扶輪米山会）による「日本人若手研究者奨学

金」の 2019-20 年度奨学生が発表されました。

台湾米山学友会理事会による選考の結果、19

人の有資格応募者の中から、過去最多となった

昨年と同様、5 人が採用されました。奨学生に

は今年 9月から 1 年間、台湾学友会から毎月

25,000 台湾ドル（約 87,000 円）が支給される

ほか、学友会メンバーがカウンセラーとなっ

て、台湾での留学生活を物心両面で支えます。 

王 昴 

国⽴台湾科技大学 管
理研究科 MBA 専攻 

吉田 忠弘 

中国醫薬大学 医学部 
医学科 

杉本 真歩 

国⽴駐豪大学 管理学
部 企業管理学科 

水野 紗梨 

国⽴中⼭大学 社会科
学部 社会学科 

橋本 真那 

国⽴台湾芸術大学 表
演藝術学部 舞踏学科 
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